
環境放射能

ヨーロッパやオーストラリアで環境放射能

実験室で測定されたバックグラウンド放射能は、約50の最小値から変わるべきであるNSV /は、場所に応じて、200 
NSV / hの最大値を持っています。

イタリアの主要都市の一覧については、次ページを参照してください。



イタリアの主要都市における環境放射能

MS /年 会社概要/ hの
-------------------------------------------------- ---------------
アンコン 0.85 0097 
アオスタ 12時49分 0056
バリ 0.83 0095
ボローニャ 0.80 0091
カリアリ 0.86 0098
カンポバッソ 0.69 0079
フィレンツェ 0.77 0088
ジェノア 0.75 0086
ラクイラ 0.82 0094
ミラノ 0.82 0094
ナポリ 2.13 0243 < - 火山地域
パレルモ 0.90 0103
ペルージャ 0.86 0098
パワー 1.31 0150
ReggioCal。 1.28 0146
ローマ 1時58分 0180
トリノ 0.86 0098
トレント 0.84 0096
トリエステ 0.76 0087
ヴェネツィア 0.77 0088

ヴァッレ·ディ·スーザ（TO）の環境放射能
谷 - 空気中の などの岩蛇紋岩とiposiliciche 
低い谷と石灰岩の左岸：  0.010から0.025 MR / hの 0.10から0.25 USV / hの

ロックスpersiliciche - 4を含むp.p.m.ウラン - 
地形右のドラマイラの片麻岩など 
BussolenoとVillarfocchiardo間： 0030から0.055 MR / hの 0.30から0.55 USV / hの 

0.060 MR / h以上の値 0.60 USV / hの 放射線源の存在を明らかに

ピッチブレンドSalbertrand分野： 1.5¸5.0 MR / hの 15から50 USV / hの

空気中のピッチブレンドのVenausの預金、 - センターギャラリー： 1.5¸2.5 MR / hの 15から25 USV / hの

ピッチブレンドのVenausの預金 - 小さなサンプル用： 10¸35 MR / hの 100¸350 USV / hの

Venaus - 小さなサンプル用：（管SBM-20） > 20 MR / hの > 200 USV / hの

雨水は、チェルノブイリ後にスーサ渓谷に収集する： 1.5¸2.0 MR / hの 15から20 USV / hの

ファンドの測定 - Bollengo研究室 - （概要/ H + / -5％）

              LND7312 LND712 SBM-20 STS-5 SI-29BG
-------------------------------------------------- 
------------------------------
7月 - 2011年8月 0095 0099 0099 0084 0090
2011年9月12日 0107 0180 0095
2012年3月9日 0099



自然放射能
自然放射能では、2つのコンポーネントは、陸上起源の一つであり、地球外の他があります。

第一は、設立以来、地球の地殻の無機材料（鉱物、岩石）に様々な量に含まれる原始放射性核種によるものである。

第二は、 "背景放射"として知られている宇宙線から成り、

主な放射性核種は、原初のカリウム（K-40）、ルビジウム（Rb-87）、およびウランの2崩壊系列（U-238）の要素とトリウム
（Th-232）です

さまざまな情報源
 MS /年 会社概要/ hの

-------------------------------------------------- ------------
海面における宇宙放射線 0.3 0034 
千メートルでの宇宙放射線 0.6 0068
人間の体内に存在する放射性核種 0.3 0034

宇宙線
放射線のない地元の情報源が存在しない測定ゾーン場合、ほぼすべてのバックグラウンド放射線のは宇宙線に起因する測定される
ことになります。 

海のレベルの平均を持っているので 1平方センチメートルの面積にわたって毎分宇宙放射線、 ガイガー管のインパルスがチュー
ブのサイズによって決定することができます（ガラスの内部寸法 - エド） 

宇宙線は減少または増加させることができる（+ / - 5％）気象条件やその他の要因によって異なります。このような理由から、測
定値は1読書や他の間で同じではないかもしれない。測定時間は、（少なくとも10分）十分に長い場合は、値がまだお互いに近く
なります。 連続的な測定を通して、宇宙線の挙動だけでなく、ガイガー管のことを理解することができます。
70.000フィートでの総宇宙線強度単一のカウンタを使用して、昼と夜の間にmisurateされています。 18便の合計がなされてい
るため、昼と夜の強度の間には系統的な差は1.4％の実験誤差よりも大きい見つかっていない。この結果は、0.6の上限×10に導く
第三十四 ガウス センチメートル3 日の双極子モーメントのために。

ランダムな変動（約） + / - 5％
昼/夜の変化 + / - 真夜中に最大で1.5パーセント



いくつかの国の住居でのラドンの濃度（ベクレル/㎥） 

平均値 最大値
カナダ 第三十四 1720
カザフスタン 第十 6000
イラン 82 3070
エストニア 120 1390
フィンランド 120 2万
ノルウェー 73 5万
スウェーデン 108 85000
ベルギー 第四十八 12000
フランス 62 4690
スイス 第七十 万
英国 第二十 万
チェコ共和国 140 2万
スロバキア 第八十七 3750
イタリア 第七十五 1040
スペイン 第八十六 15400
ポルトガル 62 2700

ピコキュリーとラドンの計算
1BQ = 1、CPS

1pCi = 0.037、CPS

1pCi = 2.22のCPM

PCI = CPM / 2.22

PCI /リットル=（CPM / 2.22）/体積（リットル）

-------------------------------------

PCI / L = 37ベクレル*

PCI /リットル= Bq/m3 * 1000分の37

Bq/m3 = PCI / L※1000年から1037年

-------------------------------------

ラドン= 10 PCI / lで地下

Raccomended <4 PCI /リットル

外部背景= 0.2 PCI /リットル



イタリア各地のラドン濃度の平均値の地図



建材中の濃度 
建築材料は、それらのコンテンツ（ラジオ226（ラドン222の祖先）、トリウム232（ラドン220の祖先）の建物の中で、土壌の後に、ラドン
の重要な源である。また、乗員が放射線にさらされる彼らの子供の範囲と40もカリウム。これらの自然放射性核種のNORM（天然起源放射性
物質）は特殊処理（セメントはリン酸塩の調製からリン酸石膏、石炭のフライアッシュに加え、ジルコン砂タイルの生産中の放射性物質を生成
することに加え。これらの理由から、2000年初めに欧州委員会は、建材中の天然放射能（：建材の自然放射能に関する放射線防護の原則放射
線防護112）に関する放射線防護の原則に関するガイドラインを含む文書を公表した。

別の放射性核種は重要な材料を識別するために、線量に寄与する次のように定義されている活動の集中度が、私を、確立されているので：

ラジオ226 トリウム-232 カリウム40
私= --------------------- + ---------------------- + --- --------------------
300ベクレル/ kg 200ベクレル/ kg 3000ベクレル/キログラム

これらの濃度の測定は、通常、ガンマ線スペクトロメトリーによって実行され

与えられた建築材料の危険性はまた、それが屋内または屋外の実現に使用される構造材料やコーティングと位置として、つまり、使用方法によ
って異なります。次のケースでは、特に、人口の電離放射線への曝露は低くなっています。

次の表は、通常、イタリアで使用されるいくつかの建築材料の主な自然放射性核種の濃度の値を示しています。

建築材料 RA-226
Bq / kgを 

TH-232
Bq / kgを

K-40
Bq / kgを 

平均値 インターバル 平均値 インターバル 平均値 インターバル 
凝灰岩 209 136から316 349 99から542 1861 1245-2335
ポゾラン 164 33から352 229 53から481 1341 374-2000
溶岩 473 79から709 230 36から750 1781 426-2350
石炭灰 160 130から170 130 100から150 420 330から470
セメント 42 7から98 第六十六 9から240 369 80から846
玄武岩 308 113から498 466 175から733 2178 1973-2354
閃長岩 317 239から384 234 173から342 1255 1181-1390
Peperino 159 109から256 171 152から231 1422 1312-1790
コンクリート 22 21から23 第十六 第十六 237 253から290
レンガ 第二十九 0から67 第二十六 3から51 711 198-1169
クレイ 第三十七 29から45 第四十 31から49 550 412から687
タイル 43 31から55 第三十六 18から56 689 474-1026
砂 第十八 0から24 22 6月27日 530 379から750
砂利 第十五 11月21日 第十四 13から16 157 100から248
しっくい 8 0から16 3 1月8日 160 59から277
ライム 9 7月15日 6 2月8日 265 77から312
ストーン 第二十四 1月31日 第三十七 2から96 645 11から1285
トラバーチン 1 0から2 <1 0から1 4 1月18日
マーブル 4 1月13日 1 0から3 8 0から30
花崗岩 第八十九 24から378 第九十四 36から358 1126 738-1560
片麻岩 第八十七 30から166 71 12から114 1040 496-1480
片麻岩 63 34から102 第四十八 14から84 1432 1199-1891
Serizzo 31 11から42 42 12から54 782 440-1014
斑岩 41 25から51 第五十九 45から73 1388 1164-1633
石灰岩 第12回 第12回 1 1 5 5
ログ 第五十九 46から64 第12回 1から47 238 3から942
気管炎 第三十六 第三十六 52 51から54 1154 1154

で： 



総線量の背景の内訳
ここから背景の露出の合計内訳の要約は次の UNSCEAR 2000  年報告第  1  巻  、附属書  B  ：自然放射線源からの曝露   表31：自然放射線源へ
の世界的な平均暴露：

ソース 平均年間実効線量（マイク
ロシー） パーセント

トータル宇宙と宇宙線 390 16.3パーセ
ント

外部の地上放射線 屋外で 第七十 2.9パーセン
ト

屋内で 410 17.1パーセ
ント

吸入暴露 ウランとトリウム系列 6 0.3パーセン
ト

ラドン222 1150 47.9パーセ
ント

ラドン-220 100 4.2パーセン
ト

合計吸入暴露 1260 52.5パーセ
ント

摂取暴露 カリウム40 170 7.1パーセン
ト

ウランとトリウム系列 120 5.0パーセン
ト

総摂取暴露 290 12.1パーセ
ント

合計 2400 100.0パーセ
ント

摂取された天然ウラン及びトリウム系列からの線量の内訳
ここからのデータの要約です UNSCEAR 2000  年報告第  1  巻  、附属書  B  ：自然放射線源からの曝露   表18：大人のためのウランとトリウム
系 列 の 放 射 性 核 種 の 摂 取 に よ る 年 間 摂 取 量 と 実 効 線 量 ：

同位体
平均年間摂
取量（Bq）
を

崩壊の種類 実効線量係数（マイクロ
シー/ Bq）を

預託実効線量（マイクロシ
ー）

合計の割合
（％）

ウラン238 5.7 アルファ 0045 午前0時25分 0.2パーセン
ト

ウラン234 5.7 ベータ 0049 午前〇時28分 0.3パーセン
ト

トリウム-230 3.0 アルファ 午後12時21分 0.64 0.6パーセン
ト

ラジウム226 22 アルファ 午前〇時28分 6.3 5.7パーセン
ト

鉛210 第三十 ベータ 0.69 21 19.0パーセ
ント

ポロニウム210 第五十八 アルファ 1.2 第七十 63.6パーセ

http://www.unscear.org/unscear/publications/2000_1.html
http://www.unscear.org/docs/reports/annexb.pdf
http://www.unscear.org/unscear/publications/2000_1.html
http://www.unscear.org/docs/reports/annexb.pdf


ント

トリウム-232 1.7 アルファ 午前12時23分 午後12時38分 0.4パーセン
ト

ラジウム228 第十五 ベータ 0.69 第11回 10.0パーセ
ント

トリウム-228 3.0 アルファ 0072 夜12時22 0.2パーセン
ト

ウラン235 0.2 アルファ 0047 0012 0.01パーセ
ント

合計 110 100.0パー
セント


